


























































































































































図４ 第４話「驢馬の甘藍」 図 KHM１２２「キャベツロバ」











画家，例えば Georg Oberländer（１９６０年）や Paul Hey（１９１６年）も描い
図６ 第２３話「森林中の家」 図 KHM１６９「森の家」










図８ 第３８話「七名のスウエビア人」 図 KHM１１９「７人のシュヴァーベ
ン人」


























や Otto Ubbelohdeが描いた挿絵や，さらに２０世紀の Reinhard Michlや Al-
fred Zachariasによる挿絵においても，ロバは服を着ていない。
本節で紹介したのは，影響を受けたと見られる絵の一部である。しかし
図１１ 第３７話「鐵人」 図 KHM１３６「鉄のハンス」





























monds and perlsに由来するとみられる。Hunt版では，precious stonesと





























































あ あ おんみ あ よし
「噫々卿は，聞譯なくも那の室へ入りけるよな。佳々此上は嫌がると







































































































































































を KHMとともに示す。『グリム童話集』からの引用は，Rölleke, Heinz（Hrsg.）: Brüder









３５頁。Paull版とは以下の英訳版を指す。Grimm’s Fairy Tales. A New Translation by
Mrs. H. B. Paull, London and New York: Frederick Warne and Co.１８７２（１８６８）．刊
行年には，１８６８年と１８７２年説があり，野口は１８６８年説をとっている。
１０）Sutton, Martin: Englischsprachige Rezeption der Grimmschen Märchen im 19. Jahr-














ある。Household Stories. Collected by the Brothers Grimm. With two hundred Illustra-
tions by E. H. Wehnert. And thirty-two pages of coloured plates. London. George




Sutton S．７６参照。Zirnbauer, Heinz: Grimms Märchen mit englischen Augen. Eine
Studie zur Entwicklung der Illustration von Grimms Märchen in englischer Über-




１７）Brüder Grimm : Kinder- und Hausmärchen. 2 Bde. 6. Aufl. Göttingen. 1850.
１８）金田鬼一による翻訳がある。『完訳グリム童話集』第４巻，岩波文庫，１９７９年，１４６―
１５２頁。
１９）本稿では，第７版と第６版のテクストに異なる箇所がある場合のみ，それを明記
する。
２０）大場正史訳『バートン版 千夜一夜物語』ちくま文庫，２００３年，第１巻 １４７―１４９
頁。
２１）「翻訳作品目録」川戸道昭他編『児童文学翻訳作品総覧 第４巻 ドイツ編』大空
社・ナダ出版センター，２００５年所収。６９３頁。
２２）第２９話「兎の花嫁」ではWehnert版でのMaryという名前に従って，メリーが用
いられていることを指摘したが，Wehnert版に名前がない場合にも，澁江が名前を
付けている場合がある。その場合，英語名，日本語名どちらの場合もある。
２３）澁江の訳文は，「総ルビ，しかも漢語は「重病」が「おもきやまひ」，「臨終」が「い
まわ」というように大和読みになっているので，この時期のものとしてはかなり読
みやすい方」だと評されている。鳥越信『大阪国際児童文学館蔵書解題』大阪国際
児童文学館を育てる会，２００８年，４２―４３頁。ここは４２頁。本稿では，ルビは適宜省略
した。
２４）奈倉洋子『日本の近代化とグリム童話』世界思想社，２００５年，ここは２６頁。
２５）奈倉 前掲書 ２６頁，３６頁。
